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１．研究計画の概要 
宇宙の基本的構成要素である星は、低温で高
密度な星間物質である分子雲で誕生するこ
とが分かってきたが、なぜ銀河系に分子雲が
存在するのかという基本的な問いに対して
は未だに答が得られていない。そこで本研究
では、「あかり」による遠赤外線（65, 90, 140, 
160 micron）広域マップを作成し、それに基
づき星間ダストの広域分布を導出し原子雲
と分子雲の物理的関係を探ることによって、
分子雲形成を担っている物理過程に迫るこ
とを目的とする。「あかり」マップの作成は
４年間にわたり行い、ユニークな天文学デー
タを提供しつつ、後半２年間で主に南天カメ
レオン座分子雲のマップを集中的に解析し、
分子雲形成過程の理解を深める。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 (1)研究初年度にあたる平成１９年度は、「あ
かり」遠赤外線サーベイデータから広域イメ
ージマップの作成を行うための研究と作業を
行った。特に、データ処理パイプラインプロ
グラムの改良を重点的に行った。具体的には、
強い宇宙放射線の影響で生じた不良データを
検出し除去するアルゴリズムを開発し、宇宙
放射線や空の明るさによって時間変動する検
出器感度や暗電流の補正の安定化を図った。 
 
(2)２年目の平成２０年度は、初年度に開発し
た基礎的な機能を中心としたデータ処理パイ
プラインプログラムを、さまざまな領域に適
用してその効果を検証し、改善を図った。さ
らに、そのプログラムにより作成した分子雲
のマップに対して予備的な研究を行い、マッ

プ解析ツールを開発した。 
①パイプラインプログラムについては、不良
データ検出アルゴリズムの高精度化、イメー
ジの位置ずれ補正方法の確立、各波長バンド
での強度較正の確立、スキャンパターン除去
のための手動による微調整機能の追加を主に
行った。 
②カメレオン座分子雲の予備的研究において
は、星間ダストの温度・柱密度分布の導出、
原子雲成分と分子雲成分の分離、星間乱流の
確率密度関数やパワースペクトルを用いた統
計的記述、分子雲コアの同定と質量関数の導
出等を行う解析ツールを開発した。 
 
(3)３年目の平成２１年度は、サイエンスが可
能となる質の高い遠赤外線広域マップの作成
を目標に、データ処理パイプラインプログラ
ムのさらなる高精度化と高速化を行った。そ
れと並行して、これまで開発してきた解析ツ
ールを使い、カメレオン座分子雲遠赤外線マ
ップに対して本格的な解析を行った。 
①データ処理パイプラインについては、全天
マップに一律に適用可能なスキャンパター
ン除去アルゴリズムの確立と検出器過渡応
答補正の高精度化を図った。その結果、遠赤
外線４バンドマップ全ての拡散光強度につ
いて 30-50%の相対・絶対精度を得る事に成功
し、科学的解析に耐える画像データをチーム
内へ公開できる段階に達した。 
②カメレオン座分子雲の遠赤外線マップにつ
いては、中間赤外線マップとの比較による位
置補正、手動による細やかなスキャンパター
ンの除去、COBE_DIRBEマップとの比較による
強度較正を行ったあと、原子雲と分子雲の２
成分に分離し、乱流場の性質をコア質量関数
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の観点から比較し、２成分の物理的関係を探
った。その結果、初期質量関数で記述される
星質量の多様性の起源は、希薄な原子雲に存
在する亜音速乱流にまで遡れることが示唆さ
れた。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 全天から選択したいくつかの代表的な領
域について、「あかり」遠赤外線マップをサ
イエンスのために「あかり」チーム内に公開
できる段階に入ったことと、カメレオン座分
子雲マップの論文化の目処が立ったことが
理由。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)最終年度である本年度は、「あかり」遠赤
外線広域マップから代表的な領域をいくつ
か選択し、「あかり」チーム内に公開し、各
グループによる解析結果からのフィードバ
ックを通して、公開版マップの完成を目指す。
それと同時に、カメレオン座分子雲マップに
ついて論文化を行っていく。 
 
(2)本科研費の研究期間が終了した後も、本
研究によって開発されたデータ処理プログ
ラムを用いて、公開領域を増やし、「あかり」
遠赤外線全天マップの完全公開を目指す。さ
らに、マップ公開と並行して、他の星形成領
域についても解析を進め、論文化を行ってい
く。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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